
地域の人口・世帯数

人　口 世帯数
富谷市 52,537 18,735
大和町 28,681 11,438
大郷町 8,375 2,752
大衡村 5,868 1,995
計 95,461 34,920

平成29年 2 月28日現在

平成29年４月１日発行第80号

くろかわ広域

寄贈された
高規格

救急自動車

貸与された
硬質

ウレタンボート



❖ 
平
成
28
年

第
５
回
定
例
会 

❖

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
報
告

　

平
成
28
年
12
月
21
日
に
、
平
成
28
年
第

５
回
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
理
事
会

よ
り
提
出
さ
れ
た
７
件
全
て
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

８
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
放
射
性
汚
染
廃
棄
物
に
関

す
る
処
理
方
針
に
つ
い
て

　
千　
葉　
勇　
治 

議
員

（
大
郷
町
）

質
問
者

公
立
黒
川
病
院
で
産
後
ケ
ア

の
充
実
を

　
浅　
野　
直　
子 

議
員

（
富
谷
市
）

質
問
者

◇
質
問

　

先
の
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明
の
あ
っ

た
８
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
放
射
性

汚
染
廃
棄
物
に
関
す
る
処
理
方
針
に
つ
い

て
、
短
時
間
で
の
説
明
で
は
な
か
な
か
理

解
が
得
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。
ま
た

県
当
局
の
回
答
も
不
十
分
で
あ
り
、
郡
内

住
民
の
安
全
性
の
面
か
ら
も
多
く
の
疑
問

が
も
た
れ
る
。

　

当
組
合
の
ご
み
焼
却
施
設
で
の
処
分
並

び
に
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
利
用

す
る
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
将
来

に
わ
た
る
安
全
性
に
関
し
て
執
行
部
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
対
応
す
る
考
え
な

の
か
所
見
を
伺
う
。

◇
答
弁

　

11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
市
町
村
長
会

議
に
お
い
て
、
村
井
知
事
か
ら
８
，０
０
０

ベ
ク
レ
ル
以
下
の
廃
棄
物
の
処
理
の
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
の
農
家

の
庭
先
で
保
管
さ
れ
て
い
る
稲
わ
ら
、
牧

草
等
に
つ
い
て
県
内
の
全
市
町
村
が
協
力

し
合
っ
て
焼
却
処
分
を
行
い
、
減
量
化
に

取
り
組
む
と
の
方
針
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
の
試
験
焼
却
を
県
内
15
の
全
て
の

焼
却
施
設
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
本
組

合
の
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
試

験
焼
却
を
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
焼

却
方
法
と
し
て
は
、
一
般
廃
棄
物
に
混
焼

さ
せ
る
方
法
で
、
焼
却
灰
を
安
全
な
レ
ベ

ル
に
調
整
し
な
が
ら
行
お
う
と
い
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

当
行
政
事
務
組
合
に
お
い
て
は
、
11
月

21
日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
直

接
、
県
か
ら
説
明
を
求
め
、
そ
の
後
に
、

各
市
町
村
の
議
会
に
お
い
て
、
説
明
の
場

が
あ
り
意
見
を
頂
戴
し
、
ご
み
焼
却
施
設

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
の
所
在
し
ま
す
大
和

町
吉
田
地
区
に
お
い
て
は
、
12
行
政
区
を

４
回
に
分
け
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
て
、

多
く
の
住
民
の
方
々
に
説
明
を
申
し
上
げ
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
将
来
に
わ
た
る
安
全
性
に
関
し
て
」

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
当
組
合
環
境

管
理
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼
却
炉
に
つ
い
て

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
基
準
値
の
改

正
・
強
化
に
合
わ
せ
、
平
成
11
・
12
年
度

に
「
ご
み
焼
却
施
設
排
ガ
ス
高
度
処
理
施

設
」
の
整
備
を
行
い
、
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
・
有
害
ガ
ス
除
去
装
置
等
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
８
５
０
℃
以
上
で
完
全
燃
焼

さ
せ
、
煙
・
排
ガ
ス
か
ら
有
害
ガ
ス
除
去

装
置
と
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
り
、
塩
化

水
素
、
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
及
び
ば
い
じ
ん
を
除
去
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
に

よ
り
除
去
し
た
ば
い
じ
ん
及
び
有
害
物
質

は
重
金
属
安
定
化
剤
に
て
薬
品
処
理
し
、

有
害
物
を
溶
出
し
な
い
よ
う
に
固
形
化
・

不
溶
化
を
し
、
管
理
型
埋
立
処
分
場
に
埋

め
立
て
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
混
焼
に
よ

る
放
射
性
物
質
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
処
分
方
法
に
よ
り
安
全
に
万
全
を
期

し
て
処
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
質
問

　

黒
川
圏
域
は
、
転
勤
族
の
増
加
で
、
核

家
族
が
多
く
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援

は
、
各
自
治
体
で
推
進
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
産
後
の
家
族
の

手
助
け
が
な
く
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
、

子
育
て
の
不
安
や
孤
立
感
な
ど
抱
え
る
悩

み
は
様
々
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
全

国
で
児
童
虐
待
に
関
す
る
報
告
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
～
２
０
１
２
年

の
厚
労
省
の
調
査
で
、
虐
待
死
し
た
子
ど

も
の
44
％
は
０
才
児
で
生
後
１
ヶ
月
以
内

は
約
２
割
、
加
害
者
は
母
親
で
９
割
と
の

報
告
を
し
て
い
ま
す
。
出
産
後
の
お
母
さ

ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
ケ
ア
と
育
児
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
支
援
が
出
来
る
よ
う
に
黒
川

病
院
で
産
後
ケ
ア
事
業
の
推
進
を
求
め
質

問
し
ま
す
。

①�

黒
川
病
院
で
の
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い

て
見
解
を
求
め
質
問
し
ま
す
。

②�

日
帰
り
型
、
宿
泊
型
の
支
援
は
、
他
の

地
域
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が
あ

る
が
、
課
題
が
あ
る
の
か
、
質
問
し
ま
す
。

承
認
第
５
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
28
年
度

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
専
決
第
４
号
））

承
認
第
６
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
高
規
格
救
急

自
動
車
の
取
得
）

議
案
第
28
号　
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
29
号　
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
30
号　
平
成
28
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

議
案
第
31
号　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
32
号　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

❖ 

可
決
議
案

広域くろかわ
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委
員
の
紹
介

③�

黒
川
病
院
で
出
産
可
能
に
な
る
よ
う
、

ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
て
い
る
か
。

④�
広
域
に
産
婦
人
科
が
少
な
い
こ
と
に
対

す
る
見
解
は
。

◇
答
弁

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
公
立
黒
川
病
院
は
、

指
定
管
理
者
制
に
よ
り
公
益
社
団
法
人
地

域
医
療
振
興
協
会
に
管
理
運
営
を
委
ね
て

お
り
ま
す
、
病
院
に
お
け
る
考
え
方
よ
り

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
黒
川
病
院
に
お
け
ま
す
「
産
後

ケ
ア
事
業
」
に
つ
い
て
、
黒
川
病
院
内
で

の
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
母
乳
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
る
場
合
、
外
来
で
の
母
乳
・
授
乳

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
医
師
の
診
察
と
助

産
師
に
よ
る
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
及
び
授

乳
・
育
児
指
導
を
行
い
、
継
続
し
た
支
援

が
必
要
な
場
合
に
、
通
院
に
よ
り
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
症
例
に
よ
っ
て
は

外
来
看
護
師
や
社
会
福
祉
士
か
ら
も
市
町

村
の
保
健
師
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
院
外
活
動
に
お
い
て
は
大
和
町
、

大
衡
村
の
委
託
を
受
け
、
２
町
村
に
お
い

て
、
母
子
・
新
生
児
訪
問
を
助
産
師
が

行
っ
て
お
り
ま
す
。
訪
問
の
中
で
産
後
う

つ
が
伺
わ
れ
る
場
合
や
家
庭
環
境
に
問
題

が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
町
村
の
保
健
師
も

一
緒
に
訪
問
し
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

※
お
お
よ
そ
の
年
間
訪
問
実
態
：

　

大
和
町�

約
30
名
、
大
衡
村�

約
10
名�

　

次
に
「
日
帰
り
型
、
宿
泊
型
支
援
の
取

り
組
み
、
そ
し
て
課
題
」
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
日
帰
り
型
に
つ
い
て
は
、
外

来
で
医
師
と
助
産
師
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
産
後
う
つ
の
方

や
入
院
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
黒
川

病
院
で
の
対
応
が
困
難
で
あ
り
、
専
門
の

医
療
機
関
へ
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
、
紹

介
先
医
療
機
関
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
「
宿
泊
型
」
に
つ
い
て
は
、
母
子
の
受

け
入
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
24
時
間
対
応
す
る
た
め
の
医
師
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し

て
お
り
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

※�

現
在
：
産
婦
人
科
医
師
１
名
、
助
産
師

５
名�

（�

専
従
で
な
く
、
産
科
を
閉
じ
た
後
は
、

内
科
や
他
科
に
も
配
属
し
て
い
ま
す
。）

　

次
に
「
黒
川
病
院
で
出
産
可
能
に
な
る

よ
う
に
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
て
い
る

か
。」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
産
科

の
医
師
確
保
に
向
け
て
東
北
大
学
病
院
や

宮
城
県
に
対
し
要
請
し
て
来
て
お
り
、
極

め
て
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
広
域
に
産
婦
人
科
が
少
な
い

こ
と
に
対
す
る
見
解
」
に
つ
い
て
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
東
北
大
学
病
院
に
お

い
て
は
、
宮
城
県
の
計
画
に
基
づ
き
、
大

学
病
院
か
ら
産
婦
人
科
医
師
を
派
遣
し
、

出
産
を
可
能
と
す
る
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
県
内
５
か
所
に
集
約
化
す
る
方
針
と

さ
れ
、
近
隣
に
お
い
て
仙
台
市
内
と
大
崎

市
に
集
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
産
婦
人
科
学
会
に
お
け
る
考
え

方
と
し
て
も
、
安
全
な
分
娩
環
境
を
考
慮

し
複
数
の
産
婦
人
科
医
を
集
中
配
置
す
る

考
え
方
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
の
経
営
、
採
算
性
か
ら
、

複
数
の
産
婦
人
科
医
を
配
置
す
る
場
合
、

分
娩
数
が
年
間
５
０
０
～
１
，０
０
０
に

近
い
分
娩
件
数
が
な
い
と
採
算
が
取
れ
ま

せ
ん
。
今
日
に
お
け
る
黒
川
地
域
で
の
出

生
実
態
を
踏
ま
え
て
も
、
黒
川
病
院
と
し

て
複
数
産
科
医
師
の
配
置
は
難
し
い
で
す
。

　

そ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
東
北
大
学
病
院

か
ら
の
派
遣
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
と

言
え
ま
す
。

承
認
第
１
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て
）

議
案
第
１
号　
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
２
号　
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
議
案
第
３
号　
黒
川
地
域
行
政
事
務
組

合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
４
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　
平
成
28
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

議
案
第
６
号　
平
成
28
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
介
護
認
定
審
査
会
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
７
号　
平
成
28
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

議
案
第
８
号　
平
成
29
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
予
算

議
案
第
９
号　
平
成
29
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
介
護
認
定
審
査
会
特

別
会
計
予
算

議
案
第
10
号　
平
成
29
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
障
害
支
援
区
分
認
定

審
査
会
特
別
会
計
予
算

議
案
第
11
号　
平
成
29
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
病
院
事
業
会
計
予
算

議
案
第
12
号　
平
成
29
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
会
計
予
算

同
意
第
１
号　
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

❖ 

平
成
29
年

第
１
回
定
例
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

　

平
成
29
年
２
月
９
日
に
、
平
成
29
年
第

１
回
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
会

よ
り
提
出
さ
れ
た
14
件
全
て
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

教
育
委
員
会

庄　
子　
明　
宏 

氏

（
大
衡
村
教
育
委
員
会
教
育
長
）

　

平
成
29
年
第
１
回
議
会
定
例
会
に

お
い
て
任
命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
：
平
成
29
年
４
月
１
日
～

平
成
33
年
３
月
31
日

限りない未来に向けて…広域行政
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523,597千円

725,678千円

523,597千円

725,678千円

1,496,459千円

472,865千円

大和町

大郷町

富谷市

大衡村

市
町
村
負
担
金

平成29年度　各種会計予算
　平成29年２月９日に開催された、平成29年第１回黒川地域行政事務組合議会 
定例会において、平成29年度予算が可決されました。各種会計予算の概要について
お知らせします。

　
当
組
合
は
、
富
谷
市
、
大
和
町
、
大
郷
町
、
大
衡
村
の
黒
川
地
域
に
お
け

る
、
環
境
衛
生
、
消
防
、
病
院
、
適
応
指
導
教
室
、
介
護
認
定
審
査
会
及
び

障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
な
ど
の
事
務
事
業
を
共
同
で
行
い
、
効
率
よ
く
、

公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
組
合
の
財
源
の
ほ
と
ん
ど
は
、
各
市
町
村
か
ら
の
負
担
金
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（単位：千円）

富谷市 大和町 大郷町 大衡村 合　計

一
　
般
　
会
　
計

総 　 務 　 費 40,640 27,903 17,159 15,818 101,520
民 　 生 　 費 20 20 20 20 80
衛 　 生 　 費 25,479 788,378 279,916 270,587 1,364,360
消 　 防 　 費 601,025 406,127 153,786 116,671 1,277,609
教 　 育 　 費 5,647 3,840 2,927 2,876 15,290
小　　計 672,811 1,226,268 453,808 405,972 2,758,859

介護認定審査会特別会計 6,692 5,814 3,560 2,483 18,549
障害支援区分認定審査会特別会計 413 366 227 166 1,172
病 院 事 業 会 計 45,762 264,011 66,002 64,244 440,019

合　　計 725,678 1,496,459 523,597 472,865 3,218,599

広域くろかわ
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各種会計について
　組合の会計は、総務、衛生、消防など事務全般にわたる「一般会計」と、特別会計の、各
審査会の運営にかかる「介護認定審査会特別会計」及び「障害支援区分認定審査会特別会
計」また、公営企業会計の、公立黒川病院の運営にかかる「病院事業会計」及びくろかわ訪
問看護ステーションの運営にかかる「訪問看護ステーション事業会計」の５つの会計があり
ます。

　一般会計は、歳入・歳出の総額をそれぞれ38億6,554万３千円とし、前年
度の当初予算と比較しますと、11億5,842万９千円の増額（42.8％）となり、財
源に占める関係市町村負担金の割合は、総額の71.4％です。今年度の歳出は、
主に組合事務所移転にかかる改修工事をはじめ、３年間のごみ焼却施設建設
工事が最終年度となり、計画どおりの完成を望むものです。
　また、消防事業においては水槽付消防ポンプ自動車を更新し、消防力強化
に向けての整備を図っていきます。

一般会計

一般会計における主な事業
総務費 事務所移転先改修工事施工監理業務委託、事務所移転に伴う改修工事
火葬場費 火葬等業務委託、火葬炉設備修繕工事
し尿処理費 し尿処理施設管理業務委託、し尿処理施設整備工事、管理棟屋根雨漏り修繕工事
ごみ処理費 焼却炉主要機器点検・炉内清掃業務委託、ごみ焼却施設整備工事、粗大ごみ処理施設整備工事
ごみ焼却施設整備事業費 ごみ焼却施設建設工事施工監理業務委託、ごみ処理施設建設工事
最終処分場費 最終処分場維持業務委託、砂ろ過・活性炭入替及び処理槽清掃工事
消防費 消防本部訓練塔改修工事、水槽付消防ポンプ自動車更新

歳　入 　� （単位：千円）
科　　目 予算額 前年度比 説　　明

分担金及び負担金 2,758,859 431,059 組合を構成する黒川地域４市町村からの負担金

使用料及び手数料 12,036 941 黒川浄斎場の使用料、消防法に規定する危険物の許認可など消防事
務に係る手数料等

国 庫 支 出 金 380,033 221,055 国からのごみ焼却施設整備事業にかかる交付金
県 支 出 金 63 △77 県から移譲された事務に対する交付金等
財 産 収 入 24 △20 組合が保有する土地の占有料や財政調整基金の利子等
寄 　 附 　 金 5 5 教育費指定寄附金
繰 　 入 　 金 72,957 67,821 財政調整基金からの資金運用
繰 　 越 　 金 3,677 2,577 前年度繰越金
諸 　 収 　 入 17,189 968 上記以外の収入
組 　 合 　 債 620,700 434,100 長期の借入資金による財源

合　　計 3,865,543 1,158,429 　

歳　出 　� （単位：千円）
科　　目 予算額 前年度比 説　　明

議 　 会 　 費 2,446 28 議会（定例会３回、臨時会）の開催に要する経費
総 　 務 　 費 169,089 58,128 人事や給与の管理、事務所庁舎等の管理、広報誌の発行、監査等に要する経費
民 　 生 　 費 80 0 老人ホーム入所判定委員会の開催に要する経費

衛 　 生 　 費 2,310,220 974,403 黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し尿処理）、環境管理センター
（ごみ処理）、最終処分場の運営、ごみ焼却施設建設事業に要する経費

消 　 防 　 費 1,281,558 114,552 火災、救急、救助出場のほか、防火対象物や危険物施設の予防査察
及び普通救命講習会等並びに施設管理等に要する経費

教 　 育 　 費 15,322 469 視聴覚教材センター、適応指導教室、小・中学校結核対策委員会な
どの運営に要する経費

公 　 債 　 費 86,728 10,849 組合の借入金（債務）の返済に要する経費
予 　 備 　 費 100 0 －
合 　　 計 3,865,543 1,158,429 　

限りない未来に向けて…広域行政
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　介護認定審査会特別会計については、歳入歳出
総額1,856万９千円の予算で、審査委員40名によ
る８合議体での審査判定を行います。

介護認定審査会特別会計

　障害支援区分認定審査会特別会計については、
歳入歳出総額117万４千円の予算で、審査委員10
名による２合議体での審査判定を行います。

障害支援区分認定審査会特別会計

介護認定審査会特別会計　� （単位：千円）
歳　　入 歳　　出

科　　目 予算額 科　　目 予算額
分担金及び負担金 18,549

介護認定
審査会費 18,569繰　越　金 1

諸　収　入 19
合　　計 18,569 合　　計 18,569

障害支援区分認定審査会特別会計　�（単位：千円）
歳　　入 歳　　出

科　　目 予算額 科　　目 予算額
分担金及び負担金 1,172 障害支援

区分認定
審査会費

1,174繰　越　金 1
諸　収　入 1
合　　計 1,174 合　　計 1,174

各審査事務については、今年度も公平・公正な審査判定を円滑に進めてまいります。

　公立黒川病院は、指定管理者である公益社団法人地域医療振興協会へ
管理運営を委託しており、医療を取り巻く厳しい環境の中で、病院経営
に鋭意努力し、安定的に推移するよう努力してまいります。
　関係市町村からの負担金は、総額４億4,001万９千円で、企業債償還、
指定管理者への運営交付金及び医療機器の整備事業に充てられます。

病院事業会計

病院事業会計　� （単位：千円）
項　　目 予定額 項　　目　　説　　明

（収益的収支）

収入

医 業 収 益 2,806,519 入院や外来、健康診断、予防接種などによる収入
医 業 外 収 益 210,684 関係市町村からの負担金及び補助金、預金利子などによる収入
特 別 利 益 1

(181,900) 収益的収入のうち、市町村からの負担金

支出
医 業 費 用 3,096,817 指定管理者への交付金、職員の給与、減価償却などに要する費用
医 業 外 費 用 61,782 企業債や一時借入金の利息などに要する費用
特 別 損 失 1

（資本的収支）

収入
関係市町村出資金 258,119 企業債償還に伴う関係市町村からの出資金（全額市町村からの負担金）
企 業 債 199,900 医療機器更新整備事業に伴う借入れ資金

支出
企 業 債 償 還 金 255,903 企業債元金の償還金
建 設 改 良 費 200,000 医療機器更新整備事業
リース資産購入費 2,116

☆平成29年度も、地域住民の安心と安全を確保し、快適な生活環境と健康で生きがいのある地域社会の創出に努めてまいります。

　くろかわ訪問看護ステーションの運営にかかる事業予算
は、前年度より7.6％の増額になっています。
　なお、この事業収益は、すべて指定管理者への運営交付
金として支払われます。
　今年度も在宅療養者がより快適な療養生活を送れるよう利用者のニーズに応えた看護サービスに努
めてまいります。

訪問看護ステーション事業会計
訪問看護ステーション事業会計　�（単位：千円）

項　　目 予定額

収入
訪問看護事業収益 44,661
訪問看護事業外収益 1

支出 訪問看護事業費用 44,661

広域くろかわ
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関係者へボートの説明をする浜口ウレタン株式会社 浜口様

左から  震災復興支援グループ「きぼう」  浅見様、浜口ウレタ
ン㈱  浜口様、㈱ダガ・アート  太田様、若生理事

左から五味事務局長、財部委員長、赤間理事、若生理事、萩原理事

救命処置訓練の様子

硬
質
ウ
レ
タ
ン
ボ
ー
ト

無
償
貸
与

高
規
格
救
急
車
寄
贈

　

名
取
市
の
株
式
会
社
タ
ガ・ア
ー
ト

様
と
静
岡
県
浜
松
市
の
浜
口
ウ
レ
タ

ン
株
式
会
社
様
よ
り
、
艇
体
に
硬
質

ウ
レ
タ
ン
を
注
入
し
た
水
難
救
助
用
の

特
殊
ボ
ー
ト
１
艇
と
水
難
救
助
用
資

器
材
等
が
平
成
29
年
１
月
23
日
、
富

谷
消
防
署
に
無
償
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
無
償
貸
与
は
、
平
成
27
年
９

月
関
東
・
東
北
豪
雨
を
受
け
、
水
害

や
水
難
救
助
等
に
備
え
る
よ
う
に
と

仙
台
市
の
震
災
復
興
支
援
グ
ル
ー
プ

「
き
ぼ
う
」様
が
貸
与
を
仲
介
し
実
現

し
た
も
の
で
、
同
日
に
行
わ
れ
た
貸

与
式
に
お
い
て
、
消
防
長
よ
り
２
社

１
団
体
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ー
ト
は
、
穴
が
開
い
て
も

沈
ま
ず
、
通
常
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
使

え
な
い
場
面
で
も
使
用
で
き
る
た
め
、

今
後
の
水
難
救
助
活
動
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
２
月
22
日
、
一
般
社
団

法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
様
よ
り
、�

２
０
１
６
年
度
高
規
格
救
急
車
寄
贈

事
業
に
お
い
て
、
当
消
防
本
部
に
高

規
格
救
急
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
受
納
式
が
行
わ
れ
、
日
本

損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
委
員
会
の

財
部
委
員
長
か
ら
「
地
域
の
救
急
救

命
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
救
急
車
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
赤
間

正
幸
理
事
は
「
地
域
の
安
全
・
安
心

の
為
、
救
急
車
を
有
効
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」
と
謝
意
を
述
べ
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

受
納
式
後
に
は
、
救
急
車
内
の
資

機
材
を
用
い
て
、
心
肺
機
能
停
止
傷

病
者
を
想
定
し
た
救
命
処
置
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
贈
救
急
車
は
、
3
月
1
日

よ
り
黒
川
消
防
署
に

て
運
用
を
開
始
し
、

黒
川
地
域
の
救
急
業

務
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。

限りない未来に向けて…広域行政
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「

」
マ
ー
ク
の
つ
い
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
素
材
の
容
器

や
包
装
で
す
。

　

具
体
例

　

・
カ
ッ
プ
め
ん
な
ど
の
カ
ッ
プ

　

・
卵
な
ど
の
パ
ッ
ク

　

・
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋

　

・
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
な
ど
の
容
器

　

よ
く
混
入
さ
れ
て
い
る
不
適
物

　

・
ス
ト
ロ
ー
、
ス
プ
ー
ン
等

　

・�

汚
れ
た
ま
ま
の
プ
ラ
製
容
器

包
装

　

汚
れ
て
い
る
物
が
混
入
し
て
い
る

と
、
適
切
に
分
別
し
て
い
た
だ
い
た

プ
ラ
製
容
器
包
装
も
汚
れ
て
し
ま
い
、

リ
サ
イ
ク
ル
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み 

分
け
れ
ば
資

源
」
ご
み
の
分
別
と
減
量
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

医
療
用
注
射
針
や
点
滴
針
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
一
緒
に
混

入
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
環

境
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員
が
手

で
選
別
し
て
お
り
、
選
別
中
に
刺
さ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

混
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

紙
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入

れ
、
し
っ
か
り
口
を
封
じ
て
医
療
機

関
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
在
宅
医
療
廃
棄
物
（
カ

テ
ー
テ
ル
類
）
は
燃
え
る
ご
み
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
ご
み
収

集
計
画
表
に
従
っ
て
各
地
域
の
ク

リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
急
に
多
量
の

ご
み
が
出
た
時
や
粗
大
ご
み
は
、
環

境
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
自
己
搬
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
富
谷
市

の
方
は
除
く
。）

※�

富
谷
市
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
富

谷
市
発
行
の
ご
み
分
別
収
集
日
程

表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
①
搬
入
日

　

・
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
（
祝
日
も
搬
入
で
き
ま
す
。）

　

・�

12
月
29
・
30
日
は
土
曜
日
、
日

曜
日
で
も
搬
入
で
き
ま
す
。

②
搬
入
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
12
時
00
分

　

午
後
１
時
00
分
～
４
時
00
分

③
休
業
日

　

・
土
曜
日
、
日
曜
日

　

・
12
月
31
日
～
１
月
３
日

④
料
金

　

・
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み

　
　
　

１
０
０
㎏
ま
で
千
円

　
　
　

以
後
50
㎏
ご
と
５
０
０
円
増

　

・
粗
大
ご
み　
一
律
１
点
４
０
０
円

　

・
古　
　

紙　

無
料

⑤ 

大
郷
町
・
大
衡
村
に
お
住
ま
い
の

方
へ

　

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
直

接
自
己
搬
入
さ
れ
る
方
は
、
各
町
村

役
場
担
当
課
で
「
廃
棄
物
搬
入
証
」

の
発
行
手
続
き
を
し
、
環
境
管
理
セ

ン
タ
ー
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

直
接
自
己
搬
入
さ
れ
る
際
は
ご
み

収
集
車
等
が
頻
繁
に
通
り
ま
す
の
で
、

十
分
気
を
つ
け
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、「
ご
み
の
分
別

と
出
し
方
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、

左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
２

−

２
２
１
８

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
分
別
に
つ
い
て

在
宅
医
療
廃
棄
物
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
の

家
庭
ご
み
自
己
搬
入
に
つ
い
て

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

在宅医療廃棄物の出し方の例

広域くろかわ
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環境管理センター
焼却灰（飛灰）放射性物質測定結果

（単位：Bq/kg）

採取月 放射性ヨウ素 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計

平成28年12月 不検出 不検出 100 100

平成29年 1 月 不検出 不検出  60  60

平成29年 2 月 不検出 不検出  28  28

基準値：8,000Bq/kg

　一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰中の放射性物質は基準値を下回っています。今後も定
期的に測定を実施します。

問い合わせ先　業務課　☎345−6481

当分の間
　刈り草、枝葉の��
搬入は１事業者１日
概ね１トンまで。
焼却施設の維持管理上の制限です。
ご理解とご協力をお願いします。

大和町・大郷町・大衡村の事業所の方へ

お  知  ら  せ

限りない未来に向けて…広域行政
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副病院長
泌尿器科医師　田口　勝行

公
立
黒
川
病
院

［
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
AI
］

婦人科医師　相良　守峰

　

泌
尿
器
科
領
域
は
古
く
か
ら
、
科

学
と
の
付
き
合
い
が
深
く
、
膀
胱
鏡
、

レ
ー
ザ
ー
手
術
、
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
（
体
外

衝
撃
波
結
石
破
砕
術
）
な
ど
が
代
表

的
で
す
。
そ
し
て
今
、
前
立
腺
が
ん

に
対
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
い
う
と
、
ロ

ボ
ッ
ト
（
ア
シ
モ
君
）
が
、
術
者
に

代
わ
っ
て
患
者
の
わ
き
に
立
ち
、
メ

ス
を
も
っ
て
手
術
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
体

表
か
ら
人
間
が
鉗
子
を
入
れ
て
、
そ

　

み
な
さ
ん
は
、
子
宮
が
ん
検
診
に

は
検
査
部
位
に
よ
り
、
２
種
類
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

①
一
般
的
な
子
宮
が
ん
検
診
は
、
子

宮
の
出
口
に
あ
た
る
、
子
宮
頚
部

細
胞
診
で
す
。
子
宮
頚
が
ん
の
早

期
発
見
の
た
め
に
行
い
ま
す
。
頚

が
ん
は
30
歳
後
半
に
多
い
疾
患
で

す
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
い

れ
ば
、
が
ん
に
な
る
前
の
段
階
で

診
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

れ
を
術
者
が
遠
隔
操
作
す
る
手
術
で

す
。
自
動
車
工
場
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

と
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
自
動
車
が

前
立
腺
で
、
い
ろ
い
ろ
伸
び
て
く
る

ア
ー
ム
が
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
操
作
す

る
の
は
人
間
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
（
ア
ー

ム
）
は
手
段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
６
／
３
、
AI
（
人
工
知

能
）
が
囲
碁
ト
ッ
プ
棋
士
に
勝
ち
、

世
間
に
衝
撃
を
あ
た
え
ま
し
た
。
な

ん
と
、
先
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
多
く

の
分
野
に
AI
が
爆
発
的
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
手
術
の
ア
ー
ム
を
AI
が
操

作
す
る
日
は
遠
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
失
敗
す
る
こ
と
な
く
、
学
習

し
な
が
ら
進
歩
を
重
ね
て
い
く
。
こ

の
読
者
た
ち
が
手
術
を
受
け
る
頃
に

は
、
AI
が
手
術
を
指
揮
、
指
導
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

②
も
う
一
つ
は
、
子
宮
内
部
の
子
宮

体
部
細
胞
診
で
す
。
子
宮
体
が
ん

は
、
40

−

60
歳
代
に
多
い
疾
患
で

す
。
子
宮
体
が
ん
の
初
期
症
状
は

不
正
出
血
（
月
経
以
外
の
出
血
は

す
べ
て
）
で
、
検
査
に
は
多
少
の

痛
み
が
伴
う
た
め
、
症
状
が
な
け

れ
ば
、
検
査
し
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
子
宮
体

が
ん
は
最
近
増
加
し
て
お
り
、
子

宮
に
発
生
す
る
が
ん
の
55
％
を
し

め
て
い
ま
す
。
出
産
し
な
い
女
性

が
増
え
た
こ
と
や
、
食
生
活
の
欧

米
化
、
肥
満
の
増
加
が
影
響
し
て

い
ま
す
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
産
婦
人
科

を
受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

［�

２
種
類
の
子
宮
が
ん

検
診
に
つ
い
て
］

広域くろかわ
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［�
飲
み
込
み
の
健
康
に

つ
い
て

 �
長
く
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
た
め
に
］

言
語
聴
覚
士
　
猪
股
　
伸
彦

　

口
の
中
に
食
べ
物
が
な
い
状
態
で
、

30
秒
間
で
何
回
ご
っ
く
ん
が
で
き
ま

す
か
？
３
回
以
上
で
き
れ
ば
大
丈
夫

で
す
。
２
回
以
下
か
ら
は
注
意
が
必

要
で
す
。
０
回
で
は
問
題
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
水
や
お
茶
が
む
せ
や

す
い
方
は
さ
ら
に
要
注
意
で
す
。
こ

れ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
飲
み
込
み
の
テ

ス
ト
で
す
。
脳
卒
中
や
認
知
症
だ
け

で
な
く
、
高
齢
に
な
り
全
身
の
筋
力

が
衰
え
た
り
、
食
が
細
く
な
っ
て
体

重
減
少
す
る
と
、
飲
み
込
み
が
う
ま

く
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

食
べ
る
た
め
に
は
唇
を
閉
じ
る
、
歯

で
噛
み
砕
く
、
舌
を
つ
か
っ
て
飲
み

込
む
動
作
が
必
要
で
す
。
次
に
あ
げ

る
の
は
ご
自
宅
で
簡
単
に
行
え
る
体

操
の
紹
介
で
す
。　

　

唇
を
閉
じ
る
練
習
で
は
１
０
０
cc

ほ
ど
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
割
り

ば
し
な
ど
を
唇
だ
け
で
10
秒
間
何
度

か
く
わ
え
て
み
る
。
噛
む
練
習
で
は

ガ
ム
を
10
分
ほ
ど
噛
む
（
キ
シ
リ

ト
ー
ル
な
ど
）
奥
歯
で
噛
み
ま
し
ょ

う
。
舌
の
練
習
で
は
、
舌
を
伸
ば
す

よ
う
に
唇
の
外
側
と
内
側
で
左
右
数

回
ゆ
っ
く
り
な
め
ま
わ
す
。
お
ま
け

は
数
曲
好
き
な
歌
を
う
た
っ
て
、
10

回
お
も
い
き
り
笑
う
な
ど
。
こ
れ
ら

は
簡
単
な
よ
う
で
す
が
意
外
と
顎
の

筋
肉
や
唇
が
疲
れ
ま
す
。
飲
み
込
み

の
力
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
肺
炎

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
自

宅
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

た
け
の
こ
は
血
糖
値
の
急
激
な

上
昇
を
抑
え
る
食
物
繊
維
が
豊
富

で
低
カ
ロ
リ
ー
の
春
の
食
材
で
す
。

柔
ら
か
い
先
端
（
姫
皮
）
は
、
酢

の
物
や
あ
え
物
に
、
穂
先
は
炊
き

込
み
ご
飯
に
、
歯
ご
た
え
の
あ
る

中
央
部
分
は
煮
物
や
炒
め
物
に
向

い
て
い
ま
す
。
う
ま
み
の
素
で
あ

る
ア
ミ
ノ
酸
が
多
く
、
必
須
ア
ミ

ノ
酸
で
あ
る
ロ
イ
シ
ン
は
運
動
時

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
、
疲
労

回
復
に
お
す
す
め
で
す
。
切
り
口

に
見
ら
れ
る
白
い
粉
は
チ
ロ
シ
ン

と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
、
気

力
が
ア
ッ
プ
す
る
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
洗
い
流
さ

ず
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

作
り
方

①�

た
け
の
こ
は
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
切
り
、
わ
か
め
は
水
で
戻

し
て
か
ら
切
り
ま
す
。

②�

だ
し
汁
に
調
味
料
を
入
れ
、
一

煮
立
ち
し
た
ら
タ
ケ
ノ
コ
を
入

れ
、
落
し
蓋
を
し
て
弱
火
で
煮

ま
す
。

③�

30
分
ほ
ど
煮
た
ら
わ
か
め
を
加

え
、
一
煮
立
ち
さ
せ
て
火
を
止

め
て
味
を
含
ま
せ
ま
す
。

④�

削
り
節
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
器
に

盛
り
つ
け
出
来
上
が
り
。

材
料た

け
の
こ
（
ゆ
で
た
も
の
）

３
０
０
ｇ

わ
か
め
（
乾
燥
5
ｇ
）

戻
し
て
60
ｇ

だ
し
汁　

�

２
０
０
cc

み
り
ん　

�

大
さ
じ
1.5

薄
口
し
ょ
う
ゆ　

�

大
さ
じ
1.5

削
り
節　

�

１
パ
ッ
ク

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
若
竹
煮
」

栄
養
室
室
長
　
小
岩
　
陽
子

限りない未来に向けて…広域行政
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大和町
まほろばホールイベント
　第46回さつき展

展示期間：６月10日（土）
　　　　　午前９時～午後５時まで
　　　　　６月11日（日）
　　　　　午前９時～午後４時30分まで
展示会場：１階交流ホール　大会議室・会議室
内　　容：盆栽愛好家による「さつき」の展示
　　　　　盆栽の手入れ講習会
　　　　　（６月11日（日）　午後１時より/受講無料）
　問い合わせ先：まほろばホール　

☎344−4401

大衡村
大衡村ふるさと美術館
１階展示室（常設）

大衡村出身の画家　菅野　廉 氏の絵画及び使
用画材の展示。

２階展示室（企画展）
生家が所蔵する 「菅野廉作品展」
　大衡村大瓜にある菅野廉の生家が所蔵する作品を展示
　開催中～４月19日(水)
鈴木かほる 「日本の人形　桐塑展」
　山形市在住の人形作家による作品展
　４月22日（土）～５月24日（水）
小原陽子 「ステンドグラス展」
　仙台市在住のステンドグラス作家の作品展
　５月27日（土）～６月25日（日）

★開館時間：午前10時～午後４時
★入 館 料：一般　　　　　200円
　　　　　　高校・大学生　150円
　　　　　　小学・中学生　100円
　　問い合わせ先：大衡村ふるさと美術館

☎345−0945

黒川管内イベント情報
富谷市

市民ギャラリー作品展（市役所２階）
土、日、祝日も午後５時まで開放しています。

「写真展」
　開催日：４月３日（月）～４月28日（金）
　作　者：保永　魁彦 氏

「押し花展」
　開催日：５月１日（月）～５月30日（火）
　作　者：押し花クラブ　代表　安住　村子 氏

「絵画展」
　開催日：６月１日（木）～６月30日（金）
　作　者：高橋　陽子 氏

市民交流ホール（市役所１階）
土、日、祝日も午後５時まで開放しています。

「絵画展」
　開催日：４月３日（月）～４月28日（金）
　作　者：高田　朋浩 氏

　問い合わせ先：生涯学習課   ☎358−5400

大郷町
道の駅おおさと
　道の駅おおさと　大創業祭

開催日時：４月２日（日）　午前９時～午後６時
会　　場：道の駅おおさと
内　　容：愛媛県今治市果樹農家直行
　　　　　柑橘フェア
　　　　　沖縄フェア
　　　　　お楽しみ抽選会

　第12回おおさとＢ級グルメin道の駅おおさと
開催日時：５月14日（日）　午前10時～午後２時
会　　場：道の駅おおさと
内　　容：県内外から15～18店舗出店
　　　　　（大根葉カレー等）
　　　　　お楽しみ抽選会
　問い合わせ先：道の駅おおさと　

☎359−2675

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
民
館

行
事
・
各
地
域
で
活
動
す
る
団
体
・
各
ス

ポ
ー
ツ
文
化
活
動
な
ど
の
社
会
教
育
や
学

校
教
育
を
支
援
す
る
た
め
に
教
材（
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）・
機
材（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）

等
を
無
償
で
貸
出
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　
視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
５

−

６
４
６
１

　
平
成
28
年
に
発
生
し
た
台
風
10
号
に
よ

る
岩
手
県
岩
泉
町
の
災
害
に
際
し
、
緊
急

消
防
援
助
隊
と
し
て
出
動
し
た
消
防
本
部

に
対
し
て
消
防
庁
長
官
か
ら
賞
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
賞
状
授
与

編集・発行／黒川地域行政事務組合　宮城県黒川郡大和町吉田字新要害57番地の1　TEL 022−345−1541　FAX 022−345−1543

Ｅメール  info@kurogyou.jp　　ホームページ  http://www.kurogyou.jp
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